
令和４年度  高松市立庵治中学校  体力向上プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【 目 標 】 
 

【学校教育目標】    〈  自啓・誠実・協同 〉 

～高い志を抱き、努力を惜しまず、責任と協力を重んじ、 

                 創造的な知性と豊かな感性を備えた生徒を育成する～ 

【本校の現状と課題】 

① 「新体力テスト」の結果より 

○ 全校生の新体力テストの総合評価｛（Ａ＋Ｂ）―（Ｄ＋Ｅ）｝の数値が１・２年男子はマイナス

値ではあるが、３年生の値は男女とも大きく上回っている。 

○ 全体的に２０ｍシャトルラン、ハンドボール投げ、長座体前屈の数値が低い。コロナ禍により、

体育活動に制限があるため全身持久力、投力、柔軟性の強化を課題とする。 

② 「運動に関する意識・運動習慣」についての分析より 

〇 ２年生で運動やスポーツが好きと答えた生徒の割合が、全校生で８８％と高評価である。しか

し、運動部所属率は学年によりばらつきが目立っている。〔１年運動部所属率９２％、２年２４％、

３年８１％〕 

○ 運動部に所属していない生徒への運動参加や長期休業中の生活において、生徒が運動の必要性

を認識し、積極的に自ら運動に取り組んでいく姿勢の習慣化には課題があり、学校全体として家

庭とも連携を図りながら運動習慣確立の手立てを行っていく必要がある。 

「保健体育の授業での取組」 

・毎授業の中に、体力状況で課題となってい

る体力（筋力・全身持久力・柔軟性）の強

化を目的とした補強運動を取り入れる。 

・各自で新体力テストの結果を分析するこ

とにより、自分の体力の課題と向き合い、

自ら運動に意識的に取り組むことができ

るようにする。 

「保健体育の授業以外での取組」 

・昼休みにボールの貸し出しを行ったり、学

級によるスポーツレクリエーションを計

画したりし、気軽にスポーツを楽しむこ

とができるようにする。 

「運動部活動や家庭・小学校との連携」 

・部活動における補強運動や長期休業中におけ

る課題として体力づくりに取り組ませる。小

学生の庵治中体験では部活動の体験を行い、

中学校の部活動に向けて夢や目標を持てるよ

う小中連携を図る。 

 

 

 

① 「新体力テスト」の数値における目標 

○ 総合得点を一人平均５点上げる。また、総合評価｛（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）｝の数値を上げる。 

② 「運動に対する意識・運動習慣」における目標 

〇 運動やスポーツが好きと答える生徒の割合を、９０%以上にする。 

○ 長期休業中の生活において、生徒自ら運動に取り組む時間の確保に努める。 

 

 

 

 


